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立候補役員名
道南地区支部理
事

（ふりがな） ゆあさ　わたる 男 西暦

氏名 湯淺　弥 女 1960年　11月25日

勤務先名

会員番号 3985 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 尾形　永造 会員番号 2298

推薦理由

推薦者-② 折　目　　泰　則 会員番号 279

推薦理由

推薦者-③ 湯淺　留美 会員番号 3986

推薦理由

性別 生年月日 年齢 　54歳

特定非営利活動法人　小呂野　ゆあさ社会福祉士事
務所

函館市

2013年度～北海道社会福祉会理事（生活困難者支援委員会、司法分野との連携特別委員会担当理
事）北海道社会福祉士会道南地区支部支部長・北海道社会福祉士会ぱあとなあ委員
2013年度～日本社会福祉士会独立型社会福祉士委員

２０１３年度より北海道社会福祉士会の理事として活動しております。この間、生活困難者支援委員
会、司法分野との連携特別委員会の担当理事としてお手伝いしてきました。
　生活困難者支援委員会では委員の皆さんと「福祉なんでも相談会」の開催や生活困窮者自立支援
法の取り組みに対する提言等の活動をしてきました。また、司法分野との連携特別委員会において
は、司法分野における社会福祉士の取り組みを委員の皆さんと模索してきました。
　これらの活動を通じ感じるのは、社会福祉士の組織としての「力のアップ」の必要性です。選出の道
南地区支部はもちろん、北海道の社会福祉士の「力のアップ」に微力ながら貢献していく所存です。

湯浅さんは、２０１３年より北海道社会福祉士会の理事として、生活保護分野及び司法分野との連携
を担当し活躍されています。また地域にあっては、独立型社会福祉士事務所を運営しながら地元の
町内会の地域福祉コーデイネーターとしても活動しています。道南社会福祉士会においては、若手の
育成を図りつつ活動を進めてきており、道南に必要な人材として地区支部専任理事に推薦致します。

社会福祉士は、地域福祉の担い手としてようやく認知され期待される存在となっています。地域福祉
には専門分野ごとの縦割りの活動ではなく横のつながりが重要で、ネットワーク化が必要です。湯浅
さんは、その中で社会福祉士事務所を立ち上げ、函館市の事業を請け負う等地域に根ざした活動を
行っています。また教育機関で講師を務め人材育成に努めています。道南において社会福祉士をま
とめ地域福祉の担い手として活動するリーダーとして相応しく、道社士会においても理事として役割を
遂行できる人です。

湯淺弥さんは地域で社会福祉士事務所を開業し、この間、地域福祉コーディネーター、社会福祉関係
の教育・実習指導をはじめ介護、医療等の分野や行政への講師講演を多数重ねています。
地域での相談支援活動、成年後見人、近年は司法分野へも協力等精力的に取り組んでいます。何よ
りも各分野のつながりを大切にして、つなげていく実践を地道に行っています。
2013年からは北海道社会福祉士会の理事として活動してます。更に継続する事で、会に寄与していく
ものと考え、推薦します。


